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A. 研究目的 
 本研究班の役割は一類感染症等の患者の医療を
担当する特定及び第一種感染症指定医療機関を支
援し，国の厚生行政に貢献することである．2013-
16 年の西アフリカにおけるエボラ出血熱（EVD）
の流行では欧米においても 27 名の患者が治療さ
れ，知見が蓄積されてきている．患者の発生がな
かったわが国においてもこれらの知見を学び，課

題を明らかにしておく必要性がある．特に新規抗
ウイルス薬，集中治療等については情報収集し，
日本国内の診療体制の整備に貢献する必要がある． 
 
B. 研究方法 
抗ウイルス薬  
 2018年からEVDが流行しているコンゴ民主共和
国（DRC）における試験的治療薬の使用状況につ
いて，世界保健機関（WHO）等の情報を通じて調
査することとした． 
 
感染管理 
特定・第一種感染症指定医療機関に質問紙調査

と訪問調査を行い，得られた情報をもとに看護と
検査に関する手順書を作成することとした． 
 
集中治療 
これまでに得られた知見を基に，感染症病室に

おける集中治療の手順書を作成し，特定感染症指
定医療機関の医療従事者を対象にワークショップ
を企画することとした． 
 
感染症指定医療機関の評価 

2017 年度に作成された第一種感染症指定医療
機関における一類感染症対策チェックリスト第 2
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聘した訓練を実施することで，一類感染症等の臨床的対応に関連した実践的な知見を収
集した．集中治療の手順書や感染管理マニュアルを作成する上で参考になるものと考え
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版を用いて，北陸・甲信越の第一種感染症指定医
療機関のスタッフが相互評価することとした． 
 
医療従事者の研修 
 年２回，第一種感染症指定医療機関の医療従事
者や行政関係者を対象とした医療体制整備を目的
とした研修会を開催することした．また，厚生労
働省等からの要請に応じて，資料の作成や研修会
の支援を行うこととした． 
 
感染症危機管理に関する情報収集 
 厚生労働省が運営する感染症危機管理専門家養
成プログラム（IDES）について，課題を関係者で
討議することとした． 
米国衛生研究所や危機管理ネットワークが主催

する会議への参加を通じて，日本国内で感染症危
機管理事例が発生した場合の対策整備に有益とな
る情報を収集することとした． 
 
新型コロナウイルス感染症対策 
 2019 年末に中国で発生した新型コロナウイル
ス感染症（COVID-19）の国内流行に備えるため，
文献検討や自験例を基に医療従事者を対象とした
診療の手引きを作成することとした． 
  
（倫理面への配慮） 
特記すべきことなし 
 

C. 研究結果 
抗ウイルス薬  

DRC における流行の経緯について記載した．
EVD に対する試験的治療薬（ZMapp，remdesivir
（GS-5734），REGN-EB3，mAb114，favipiravir）
のうち．REGN-EB3，mAb114 に効果が期待でき
ることなど最新情報を第一種感染症指定医療機関
の医療従事者に提供した． 

 
感染管理 
看護（防護具，患者の移動，検体管理，汚染物処

理，廃棄物処理，配膳）、およぶ院内検査について，
文章と写真で解説した手順書を作成した． 
 
集中治療 
ウイルス性出血熱患者の診療における気管挿管，

中心静脈穿刺，持続的腎代替療法（CRRT），体外

式膜型人工肺（ECMO）の手順書を作成した． 
集中治療ワークショップをりんくう総合医療セ

ンターで開催した（2019 年 10 月 30 日～31 日）．
成田赤十字病院と国立国際医療研究センターから，
感染症専門医，集中治療専門医，看護師，臨床工学
技士が参加し，りんくう総合医療センターの診療
チームが技術指導を行った． 

 
感染症指定医療機関の評価 

2020年2月に石川県立中央病院を会場に福井県
立中央病院，山梨県立中央病院，成田赤十字病院
の医療従事者（医師，看護師，臨床検査技師等）に
よる相互訪問が実施された．評価の点数化は実施
せず，チェックリストの項目の解説，ヒアリング
や施設見学を踏まえての質疑応答が行われた． 
 
医療従事者の研修 
東京（2019 年 11 月 8 日：国立国際医療研究セ

ンター）と大阪（2019 年 11月 29日：りんくう総
合医療センター）で「一類感染症受け入れ体制整
備研修会」を開催した．一類感染症等の発生状況・
症例定義，新規に指定された感染症指定医療機関
の取り組み，輸入感染症，外国人診療等をテーマ
に講義と活発な討議が行われた． 
東京会場では病院に勤務する医師 33 名，看護師

28 名など合計 79 名が参加した．大阪会場では病
院に勤務する医師 35 名，看護師 36 名，事務職員
11名など合計 114 名が参加した． 
 2019 年 6月 10 日～14日まで，国立国際医療研
究センター・国立感染症研究所を会場に動物由来
感染症講習会を開催した．医師 11 名が参加した． 
トルコにおける厚生労働省一類感染症等予防・

診断・治療研修（2019年6月30日～7月6日）の企画
と参加医師５名の引率を行った．クリミア・コンゴ
出血熱の患者を実際に診療することができた． 
 
感染症危機管理に関する情報収集 
都内で厚生労働省，検疫所，国立感染症研究所，

国立保健医療科学院，国立国際医療研究センター
等から 19名が参加し，IDESに関する検討会（2019
年 7月 19 日）を開催した．国際貢献できる人材の
確保・リスト化，派遣機会の創出等の課題を解決
するために，関係省庁・機関の重要性が確認され
た． 
米国衛生研究所において開催されたメディカル



バイオディフェンスシンポジウム（2019 年 12 月
2～３日）に参加し，国内で EVD の患者が発生
した場合に実験的治療薬を使用することについ
て，米国関係者と協力体制を構築していくことと
なった． 
 米国国家災害医療システム（NDMS）が主催する
一類感染症等の患者発生時の患者搬送と遺体ケア
に関する手順と教育に関する会議（2020年1月7～
8日）に研究代表者が招聘され，日本の感染症医療
体制と患者搬送に関する講演を行った．米国の空
軍，救急関係者を中心に，イタリア，ドイツ，ノル
ウェー，韓国，シンガポール，日本から感染症の専
門家が招聘された．会議の成果はNDMSによって
まとめられ参加者に共有される． 
 
新型コロナウイルス感染症対策 
 COVID-19 の国内流行に備えるため，医療従事
者を対象とした診療の手引き（疫学・臨床像，症例
定義・診断・届出，治療，抗ウイルス薬，院内感染
防止，退院・生活指導）を作成した．厚生労働省の
事務連絡を通じて，全国の医療機関に周知された． 
 
D. 考察 
 本研究班は最終年度を迎え，着実な進展が認め
られた．まず，りんくう総合医療センターのグル
ープによって集中治療の手順書が作成され，特定
感染症指定医療機関の医療従事者を対象にワー
クショップが開催された．国内の先進的な医療機
関間での本格的な技術交流の開始と位置づける
ことができ，この分野の更なる発展が望まれる． 

 また，東北大学病院のグループは，国内の特定
感染症指定医療機関，および先進的な第一種感染
症指定医療機関を詳細に調査し，看護と検査に関
する手順書を作成した．先行研究班によるウイル
ス性出血熱診療の手引きを補う実践的な内容で，
西アフリカにおける EVD 流行後の 3 年間に日本
国内の準備状況が着実に進歩していたことを反映
するものと考えられた． 
 感染症指定医療機関の評価においては，本研究
班の成果物であるチェックリストを用いて，第一
種感染症指定医療機関のグループによる相互訪問
が継続して実施された．行政による監査とは異な
り，当事者同士のピアレビューは率直な意見交換
を容易にすると考えられる．各施設の優れた点を
共有することで参加施設すべてにレベルアップを

促す意義は大きい．しかし，各県に一つの第一種
感染症指定医療機関を広域にグループ化すること
は困難で，何らかの行政からのアプローチ（例え
ば，補助金交付の条件として相互評価を義務づけ
るなど）が必要と考えられた．今後は研究班員が
各医療機関で行われる訓練に参加するなどを通じ
て，医療機関間のプラクティスの共有，標準化に
つなげることが現実的と判断した． 
国立国際医療研究センターが窓口となり，東京

と大阪で第一種感染症指定医療機関と行政関係者
を対象とした研修会を開催した．行政と感染症指
定医療機関の間で定期的な話し合いを持つ場とし
て定着している．  
患者の治療や医療従事者の曝露後発症防止にお

いて，抗ウイルス薬やワクチンも有効な手段にな
ると考えられる．WHO を中心に開発中の医薬品
をアウトブレイク時に使用する MEURI 等の枠組
みが形成されつつある．欧米より取り組みが遅れ
ている分野と考えられ，専門家間の協力体制の構
築が今後重要となるであろう．  

2020 年 1 月には COVID-19 の患者が国内でも
報告されるようになった．呼吸不全に対する集中
治療が注目されることとなり，本研究班のこれま
での取り組みが有用であった．診療の手引きを速
やかに作成して，国内の医療機関に情報提供でき
たことは行政施策の貢献という視点からも本研究
班のミッションが果たせたものと考える． 
 
E. 結論 
 3年間のまとめとして，集中治療や看護・検査
の手順書を整備することができた．また，特定感
染症指定医療機関間で集中治療ワークショップを
初めて開催することができた．感染症指定医療機
関の医療従事者や行政関係者を対象とした研修会
を開催したほか，感染症指定医療機関のグループ
による相互評価を実施した．また，国際会議に参
加して感染症危機管理に関する情報を収集した．
さらに，COVID-19 の診療の手引きを速やかに公
表するなど，わが国の健康危機管理に寄与したも
のと考える． 
 
F. 健康危険情報 
 2019 年末に中国湖北省武漢市で発生した肺炎
は新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）による感染
症であることが判明した．日本国内では 2020 年 1



月 16 日に初めて患者が報告された．WHO は 1 月
31日に本感染症の流行が国際的に懸念される公衆
衛生上の緊急事態に該当することを宣言した． 
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